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上
で
激
る
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宽
計
螌
化
は
完
备
な
集
中
化
で
あ
る
ょ
り
^
獨
立
採
算
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に
ょ
つ
だ
方
が
ょ
り
能
串
的
で
あ
る
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■

:
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以
上
の
ょ
ぅ
か
經
濟
政
策
：に
.於
て
，
大
切
な
こ
'と
は
經
驗
を
重
ね
て
.完

,.
:
'
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;成
に
近
づ
く
：と
^:
ぅ
こ
と
ズ
あ
る
0
:黨

，
政
府
は
大
衆
を
敎
北
す
る
だ
け 

で
な
く
大
衆
に
學
.び
、
經
驗
を
一
般
化
す
る
こ
と
が
必
要
.で
あ
る
。
同
志 

.フ
ル
シ
チ
ヾ
ョ
プ
の
野
：菜
在
產
(0
墙
卿
に
對
；す
る
案
は
全
社
會
.の
向
上
；に
大 

■•
き
な
役
剗
を
演
じ
た
：。
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'
'こ
：の
上
ぅ
に
地
方
的
.經
驗
を
：1
般
化
す
务 

.•
提
議
.す
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と
■が
.政
.策
-
.の-宗
成
を
.導
び
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.の
.ー
で
^
る
。へ
：
/
.
:
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バ.經
濟
政
策
の
重
要
な
課
題
ば
全
砒
會
の
警
大
す
る
物
質
的
文
'化
的
耍
求 

.
'

の
最
大
限
の
：充
库
を
保
證
す
る.こ
.
.と
で
あ
る
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の
へ
た
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:に
レ
丨
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ン
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菡
本
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と
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手
段
^

_
廣
い
國
民
大
衆
と
の
究
流
、
:■
■經
濟
性
、

f

f
 

.
'■的
ィ
‘
1
1
,
.

シ
'ナ
'チ
.；
，
プ

の

、
援

助

、
. 

'
，
官

僚
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け
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な
ら
な
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ゃ
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.怒
こ
©.
.手
栽
の
迤
守
に
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う
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歡
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提
出
さ
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,
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次
き
な
課
題
を
解
'決
で
き
る
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で
あ
る
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へ
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:
以
上
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れ
程
目
新
ら
じ
い
論
は
，な
.い
が
、.
.經
濟
敗
.策
を
：特
に
政
欲
經
:.
■'
 

濟
學
と
區
別
し
て
新
^

S

領
域
を
具
體
的
に
つ
.か
も
ぅ
.と
し
た
點
に
興
：味 

..
深
い
も
の
が
あ
る
。
し

か
.;
1
.
な
お
、
鯉
濟
と
政
治
.と
6
:
相
互
：作
用
に
：つ
：い. 

て
办
深
ぃ
分
析
が
.必
要
で
ぁ
る
と
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ぇ
ら
れ
る
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加
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'
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四
.八
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-:
^
く
も
：十
世
耜
末
^
フ
ラ
\
ド
：ル
：の
各
地
：で
は
.毛
織
業
が
大
規
模
な
展 

開
努
示
し
：て
.い
：た

:6
そ
し
て
十
一11.

$

に
入
り
都
市
工
業
の
制
覇
が
確
定 

的
h
な
っ
た
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都
市
の
弔
織
業
は
、

-1
高
紙
品
製
造
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業
と
し
て
、
ィ
ギ
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;
;ス
；產
の
上
質
毛
を
加
'1
1
:し
、
規
則
づ
く
め
.で
あ
っ
：た」

0
し
か
し
、「

全 

,
く
時
代
後
れ
な
織
物
を
飽V

ま
で
も
固
守
し
よ
う
.^:
す
る
過
度
の
組
合
規 

制
の
.た
め
，に
急
速
に
.衰
退
し」

.
て
行
：っ
.た
。；
他
^

「

農
村
.
.の
毛
織
業
は
十
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'四
世
缸
に
伸
.長
じ
.、
.ナ
六
歡
紀
に
絕
頂
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.ス
ベ
ィ
シ
產
の
羊
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.を
使
用
し
：て
品
質
の
劣
っ
た
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織
物
を
製
造
し
、
そ
の
.
發

展

を

完

全

な
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自
 

由
に
負
.っ
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農
村
の
織
物
業
は
自
ft
l
な
資
本
主
義
へ
の
途
を
進
み
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.の
結
：果
社
會
不
安
は
增
し
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像
破
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が
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杭
が
起
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ノ
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ラ
ン
ド
，ル
毛
'織
業
の
.發
展
：に
つ
い
て
瓦
匠
ピ
レ
ゾ
ヌ
は
大
要
以
±-
-
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.よ
，

TS

な
槪
觀
を
，試
み
た
。
そ
し
て
こ
の
所
說
叭
永
く
.重
き
を
な
し
て
來
た
0 

し
か
し
最
近
個
別
研
究
.が
：進
み
、
-そ
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
或
る
樺
度
の
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.反
論
が
提
起
さ
れK

い
る
。
.に
も
拘
わ
ら
ず
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業

構
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濟
狀
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そ
の
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會
的
地
位
に
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て
は
少
し
も
觸
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と
こ
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な
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解
決
す
ベ
き
間
題
が
依
然
と
し
て
多
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で
あ
る
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し
か
し
以
下
に
.和
い
て
紹
介
さ
れ
ゐ
論
文
で
コ
ト
ル
ネ
ル
敎
ま
は
、
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の
着
け
.ら
れ
な
い
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面
に
光
を
當
て
よ
う
と
し
知
の
で
は
な
い
。
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し
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織
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展
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再
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.
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の
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紀
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ら
十
.
'
六

世

'
紀

へ

か

け
 

て
.の
フ1

フ
ン
ド
.ル
毛
織
業
の
鹿
開
を
、
よ
り
本
質
的
に
把
辑
し
よ
う
と
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:

る
0
.
'
ピ
レ
ン
ヌ
說
と
違
.い
、
.農
村
毛
織
業
の
主
導
性
を
如
何
な
る
時
期
に 

，、つ
V
て
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强
調
し
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特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
众
ら
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い
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十

世

紀

末

以

來
>

,

ラ

ン

ド

ル
.

は

毛

織

物

を

各

地

へ.輸

出

し

て

い

た

。

例 

え

ば

ノ
1
.

ヴ

ゴ

ロ

ド

の

場

合

、

十

二

世

紀

初

頭

に

、

ラ

ラ

ン

ド

ル

織

物

は
 

蜇

要

な

輸

入

品

で

务

っ

た

。

そ

の

頃

バ

ル

チ

ッ

ク

-
沿

岸

の

諸

地

方
.
に

對

す
•
 

る

進

册

も

目

覺

し

か

っ

た

。

更

に

十

三

世

紀

に

入

つ

：
て

、

.フ

ラ

ン

ド

ル

毛
 

織

業

は
、
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イ

タ

リ
I

、

ド

イ

ツ

全

土

、

フ

ラ

ン

ス
.

、

イ

べ

リ

ヤ

半

島

を
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市

場

獨

占

す

る

こ

と

が

出

來_
た

。■
.
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コ

ー
.
ル

_
、
不

ル

敎

授

は

、

'

フ

ラ

.
ン

ド

ル

織
 

物

に

っ

い

て

、'「

イ

タ

リ

ー

に

お

け

る

優

位.
は

爭

わ

れ

な

い

し

、

ま

た

他
 

の

諸

國

に

つ

い.
て

も

優

位

は

疑
.
い

'
な

い」

と
.

い

ぅ
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こ

の

時

期

の

初

期

に

關

す

る

跃

り

、

主

要

也

織

物

中

：心

は

都

市

で

あ

っ
 

た

。

ア
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ス

、

イ
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プ

ル

、
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、

ド

ウ

H

1
、
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ー

ル

、

セ

ソ

ト

メ
 

■ 

I

ル

、
.
フ

ル
-

ジ
.

：
ュ

：
の

繁

榮

は

毛

織

業

.
に

負

っ

た

？

口

ー

ル

木

.'
ル

敎

授

に
.
 

ょ

れ

ば

、

「

毛

織

業

は

都

市

で

專

業

化

さ

れ

、
.
改

.良

さ

れ

て

完

全

な

る.
も

.
の

'.
,
 

と
j
な

り

、

特

異

性

と

高

い

評

判

を

維

持

す

.る

こ

と

が

出

來

た

」

。
イ

ギ
X

 

產

の

上

質

袼

で

高

級

品

を

：生

庳

し

、

諸

外

國

へ

.

輸

出

し

て
'

い

た
'
 

の

は

芷

し
.
 

く

こ

の

都

市

工

業

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

：
。

：

.コ

ー

ル

ネ

ル

敦

授

は

.
、

都

市

毛
.

:

織
業
の
繁
榮
期
を
十
 

ー
：
'-

ー

世

紀

に

求

め

、

こ

の

點

、

十
ー
ー
ー
世
銥
を
主
張

. 

■す

る

ピ

レ

ン

ヌ

說

'と

相

容

れ

な

い
.
0

:

.

.

:

レ

卜
-

む
七
ろ
十
三
世
紀
は
、

n

i

ル

ネ

ル

敎

授

：
に

と

.

っ
.て
、
■農
村
毛
織
物
業 

.

の

抬

頭

期

で

あ

，：
っ

た

、
。
.
.

特
に
，「

フ
ラ
ン
ド
：ル

.<
0
毛
織
物
が
遠
隔
請
國
.で
大 

評
判
と
：な
っ
て
以
來」

、
デ
ィ
ク
义
ミ
ュ
丨
：ダ

、妝
丨
プ
ァ

リ

ン

ガ
V

へ
I
 

ス
デ
ィ
ゾ
が
農
村
中
心
と
；■し
て
.顯
著
な
發
展
を
示
し
た
0
一
 
そ
の
他
ォ
I
ス 

.ト
べ
ル
.
' フ
：、

ヒ
ス
.テ
ル
-が
.農
村
中
心
と
し
^
著
名
で
あ
り
：、,
ォ
！
ダ
ン
ベ 

,ル
フ
、

ト
ヴ
ー
ル
ト
の
，商
人
を
通
じ
、
大
量
.に
；輸
出
丨V

て
'い
：た
。

フ
エ
I 

ル
ネ
、
ベ
ル
ビ
テ
、
;バ
イ
エ
ル
等
の
進
出
も
無
髁
し
難
い
：
0 :

こ
れ
ら
戲
村
. 

の
諸
中
心
で
.は
、
主
と
じ
て
薄
手
.の
毛
織
物
が
生
：產
さ
れ
、
農
村
工
業
の
へ 

發
展
は
茁に
：、
.：

海
外
に
お

け

る

こ
：の
種
の
織
物
に
對
す
石
需
要
.の
增
加
に
.

'

;

.

警

評

及

び

：
顧

介

ぶ

'

.:

-
.
:
' 

'

■

:

■

:

■

,

呼

應

す

る

も

の

で

あ

っ

.
た

。

.「

品

質

の

劣

っ

た

毛

竊

物

が

フ

ラ

ン

ド

ル

織

 

物

業

.の

た

め

に

最

初

の

成

功

を

齋

ら

じ

た

」

の

で

あ

り

、「

デ

ィ

ク

ス

ミ

 

ユ

ー

ダ

や

ポ

ー

プ

ア

リ

ン

ガ

の

よ

う

な

農

村

の

諸

中

心

が

フ

ラ

ン

ド

ル

,
 

織

業

の

最

初

の

發

殷

に

與

.
っ

て

力

あ

っ

た

」

，
と

，コ
I

ル

ネ

ル

敎

授

は

い
ラ

a 

同

時

に

敎

授

は

、

そ

の

た

め

ヒ

.必

要

龙

原

料

と

し

て

、

品

質

の

劣

っ

.
た

ス

 

コ

ッ

ト
.ラ

'ゾ

：
ド

產

や

ア

ィ

ル

ラ

ン

ド

產

の

羊

毛

が

、

ィ

ギ

リ

ス

.
庫

の

上

質

 

毛

.ど

.並

ん

-で

..早

く

か
.ら

、
.

•

し

か

も

同

ビ

だ

け

大

量

に

轉

入

さ

れ

て

い

る

事

 

實

ダ

指

摘

し

て

い

る
。
.

;

十
三
世
紀
に
.入
り
、•
農
村
毛
織
業
の
抬
頭
.は
、
こ
の
よ
う
に
顯
著
で
あ
 

っ
：た
。
そ
の
：原
因
は
、

.

旣
に
指
摘
し
た
如
く
、丨
取
場
構
造
の
變
化
に
あ
っ
 

た
■の
で
あ
る
0
.都
市
O'
毛
織
業
も
、

こ
の
變
化
•に
應
じ
て
生
產
組
織
を
變
 

革
し
て
行
か
な
い
限
り
、
所
詮
'沒
落
の
運
命
に
あ
.づ
た
。
し
か
し
都
市
の
 

.毛
織
業
は
、
ビレ
ン
ス
說
で
指
摘
さ
れ
た
如
く
，、「

全
く
時
代
後
れ
な
織
'
. 

.物
を
.飽V

ま
.で
も
固
守
し
よ
う
と
す
る
過
度
の
組
合
規
制
の
た
め
に」

衰
 

退
を
免
.か
れ
な
、か
っ.

た
：-Q

で
あ
ろ
う
か
。
ぶ
'の
點
に
っ
.ぃ
て
コ
ー
ル
ネ
ル
 

敎
授
は
、
都
市
的
中
心
で
：も
新
種
の
織
物
を
導
入
.し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
 

顯
著
と
な
り
、
早
く
も
、
.例
え
ば
，プ

ルH

、
•ィ
I

Kル
で
は
、
農
村
 

.

.で
：

t

產
さ
れ
る
よ
り
廉
く
薄
手
の
毛
織
物
を
輸
出
す
る
こ
と
が
出
來
た
程：

.
'で
あ
っ
：た
と
.

い
う
。
..

7
ラ
ン
ド
ル
織
物
'
業
の
場
合
、
.
.コ
ー
ル
ネ
ル
敎
授
に
'
 

よ
れ
ば
、「

規
制
の
必
要
.
そ
れ
自
體
は
新
し
く」

、

十
三
.世
紀
の
後
期
，に
現 

.
わ
れ
.た
に
'
過
：ぎ
な
い
の
.
.で
あ
り
、
：槪

し

て

「

狀
態
は

.

.

•
 

•
自

由

で

.あ
っ 

■ 

■

たj

 

.の
で
あ
る
？

ピ
レ
.

X

ス
說
に
い
う「

規
則
づ
く
め」

で
は
な
か
つ
た
。

'

' 

.

■

/ 

い

ン

■
- 

..
 

■
 

.

.

.

:•
,

■

:

■:

,
 

'
 
.

十

三

.世

紀

末

に
.
フ

ー

フ

：
：
ン

ド

：
ル

織

物

業

は

.算

大

な

危

機

に

見

舞

わ

れ

た

。 

，

危

機

ば

遠

く

十

四

世

紀

末

ま

で

»

い

た

，
。

危

機

の
.外

的

原

因

と.
し

て

ば

.
、

. '

フ
ラ
V
X 

.

ン
_
織
物
の
大
規
模
な
進
出
が
擧
^
ら
れ
よ
う
。
ま
た
內
的
原
因
 

と
し
て
は
'、,.
7
ダ
-ン
-F
ル
に
お
け
を
政
情
不
安
が
織
物
業
の
伸
張
を
阻
止
，

' 

五

九

.(

四

.
八

：
一.

)

：

.



:
:

三
.由

學

會

雜

詆
.第

四
十
八
卷
第
六
：號
.::
.

:

•

す
へ
る
重
大
な
要
既
上
キ
っ
た
の
セ
^

っ
.た
。

コ
:!
:

ル
ネ
：ル

敎

授

に
, ^
-t
t

ば
,.
.

. 

. 

.

「

そ
の
衰
退
は
、.
確
か
に
、
.由
：々
，し
.い
：出
來
事
で
.あ
つ
た」

.
の
で
あ
る
。
.

：
 

.:
:

し
.か
し
フ
-フ
シ
へ
ド
ル
の
.毛
綠
業
は
、

こ
.
の
危
機
.，の
時
代
に
、

.1
.

様
に
衰
：
•
. 

,

m

し
て
行
っ
た
わ
け
で
は
'な
い
。，
危
機
に
ょ
る
影
響
が
.集
中
的
に
現
わ
れ
■'.

■
た
と
い
わ
れ
る
都
市
の
場
合
に
一
っ
い
.て
む
' 

衰
退
か
.フ
：ラ
ン
ド
ル
の
如
何
.
. 

な
る
都
市
に
も
同
時
に
：起
っ
た
ゆ
で
は
な
か
っ
た
。
：.ま
た
危
機
の
持
續
.す

. 

る
.期
間
も
都
市
に
.ょ
り
大
い
_.に
相
違
し
た
。
例
ぇ
.は
■ィ
I

プ
ル
.'の
瘍
合
、
.：
.

十11

一
世
紀
末
に
依
然
と
し
て
繁
罾
を
續
け
て
い
.た
が
、
：へ
十
四
世
紐
.に
入
づ

： 

て
弗
常
に
衰
退
し
だ
。
そ
し
て
ィ
ー
プ
ル
が
復
活
す
る
と
^

が
出
來
た
の
.
.

•
:

は
、
十
五
世
紀
.に
入
づ
'
て
.か
ら
で
あ
っ
た
.

0
ま
た
ァ
ラ
.

丨
ス
；の
場
合
、
十

': 

V

四
世
紀
初
頭
は
む
し
，ろ
.繁

榮

期

で

あ

，
り

>
へ
十
四
世
紀
中
葉
：に
若
干
の
.衰

退
.'
'

.

.

を
•示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
.
.そ

し

て

：
早

く

：
も

十

四

：
世

紀

末

：
に

は

薄

手

の

：

..

弔
織
物
を
ド
ィ
ッ
.
ベ
向
け
大
量
に
輸
出
す
る
'
こ
と
が
出
來
る
.程
に
.同
復
し
''
'

.

•

て
い
た
。
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
ィ
ア
ン
ヌ
、

V

■'
>

丨
ル
ネ
ン
、
.ド
ゥ
エ
I

に

つ

い
:

:

V

も
、
危

機

の

時
-I
!

:

,そ
の
持
續
の
.期
間
を
一
樣
な
も
の
'

と
斷
楚
す
る
こ 

と
.は

出

來'.な
.い，
.
o

'

- t

か
し

コ
ト
ル

.
ネ.■ル
貌

授

：
.の
指
摘
に
ょ
.：
る

.
'
ま

p

も
な
く 

槪

し

て「

十

：
四

世

紀
.に
お
け
る
大
都
市
の
.活

躍

が

：
十

三

世

紀

：
ょ

り

劣

：
：
っ

.て
--
.
.
:

.

い
た
こ
と
は
摩
い
た
.い」

バ
，
の

で

*

る

0

;:
■

.

'

'

:

;•
し
か
し
衰
退
期
と
.い
わ
れ
'た

こ

，
の

時

期

^

お

，
い
，
て

：
も

、

農

村

の

：
諸

中

心

::
',. 

.
で
は
、
依
然
と
し
て
毛
.織
業
が
蘩
榮
を
持
續
し
パ
い
た
の
.で

あ

っ

た

；
。

.
ポ 

.丨
プ
ァ
，U

ン
ガ
や
*テ
.
ィ
ク
.
.
.ス1.、
、
、

_

ユ
I

ダ
'の
繁
榮
は
..い
ぅ
ま
.で

も
.^
.い
。
''ま 

■

た
ラ
ン
ガ
マ
ル
タ
や
ホ

ゾ
广
グ
ュ.
.
i一

ト

が

「

輝

か

し

い

經

歷

」

を

開

始

じ
 

:

'
だ
；の
は
、
正
に
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
.の
で
あ
る
。
.：
農

村

；
の
，
諸

中

心

に

お

.
け

..

。
':
る
繁
榮
に
對
し
都
市
：の
諸
中
心
は
惡
感
情
を
持
っ
.
た
。
ガ
ン
技
十
三
世
紀

'

r 

.
末

：
に

，
そ

の

反

感

を

_露
骨
に
ー
尔
し
、
ま
^
.
ブ
.
.
.ルー

；
：
ジ':ュ
、
.ィ
.
.丨
；
。
フ
.
.ル
.
.、.
.セ
.
ン：
.
.：
. 

ト
ン
ー
ル
が
附
近
の
農
村
に
對
‘し
て
掏
い
て
い
た
反
感
に
ば
ノ
奋 

'

,

い
も
の
が
お
っ
た
の
で
.あ
.る
0

.こ
の
：ょ
$

な
勸
き
.が
、
農
村
.の
新
簏
の
織
：
 

物
を
採
用
'し
よ
.う
と
し
た
同
じ
都
市
の
內
部
に
、
.
對
抗
的
に
顯
著
に
な
つ
.

'

V

 

六
〇
:

(

四
八
5

.

.

:

た
こ
'と
は(

ゴ
ー
ル
ネ
ル
敎
授
に
ょ
れ
ば
、
畠
村
に
お
け
-2
>

毛
織
物
業
の 

.意
外
ば
進
展
を
示
す
.證
據
に
ほ
か
な
ら
な
い
'0

- -

.

.

,

:
，「

農
村
の
各
所
で
幸
い
に
し
て
毛
緣
業
が
幹
っ
た」

？
農
村
の
諸
中
心
の
.
 

ぅ
：ち
、
-,
:
'例
え
ば
ラV

ガ
マ
.ル
ク
の
場
合
、
'.
ー
三
八
五
年
に
輯
頂
に
達
し
、

，
引

續

ぎ

：
高

.

.
い

生

：
康

.

水
準
を
維
持
し
て
い
'
,た
。
ゥ
エ
ル
.ヴ
ィ
.
ッ

ク

，
は
.
、
.
農

村
 

.の
毛
緣
中
心
と
ゝ
し
て
、

一
四
0

0
年
ま
で
童
耍
性
を
持
績
す
る
こ
と
が
出 

■來
.た
.
。
.

■

.コ.
ル
ト
レ
ィ
ク
は
.一.四
一
.一
.一：

一

年
ま
で
繁
榮
を
續
け
て
い
る
。
ま
た
. 

•
ホ
ゾ
ド
シ
ュ
*

ト
：は

-7
-
I

十
四
：世
紀
の
初
頭
以
來
ィ
タ
リ
ー
で
成
功
し
、
十
. 

卧
世
紀
末
ま
で
.上
昇
を
.續
'け
た」

。
從
っ
て
、「

一
舷
に
槪
し
て
不
況
と
見 

.ら
れ
た
時
期
に
お
い
て
も
、
若
干
の
織
.物
中
^

は
繁
榮
を
續
け
、.
國
際
市 

場

で

.
、;:
成
功
は
顯
著
で
あ
っ
た」

の
で
あ
る
。
實
に
こ
れ
は
、

コ 

:

.丨
ル
ネ
ル
敎
授
ー
に
ょ
れ
ぼ
、
農
村
の
諸
中
心
に
負
っ
7-
の
で
あ
り
ノ
十
四 

1f
c

紀
：を
危
機
の
時
代
.と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
都
市
の
毛 

，.
.織
業
に
關
ず
る
限
り
で
あ
づ
た
の
で
あ
る
ヶ
：

ネ

六

：世
：紀
に
入
り
、
大
都
市
の
：像
統
的
な
宅
織
物
業
は
衰
退
し
た
。

こ 

.

れ
に
代
_

っ
て
.
.：
農
杖
に
.

凇
：け
.
る
毛
織
業
.
の
發
展
は
目
聲
し
く
、
都

市

の

傳

. 

銃
的
な
毛
織
業
に
對
す
.

る

絕

對

的

な

辏

位

：：̂

#

易

に

達

成

す

る

こ

と

が

出
 

來
た
"
 

'十
六
世
紀
農
村
に
：お
け
，る
毛
織
物
業
の
發
良
は
、

コ
ー
ル
ネ
ル
敎
.
 

授
に
ょ
れ
ば
.

、「

疑
：い
の
な
い
事
實
で
：あ
っ
だ
1 _

の
セ
あ
る
0

特
^

ァ

ル

マ

マ

シ

ニ

て

ィ

H:

丨
.ル
、
.

ヌ
I
ヴ
•，H.

グ
リ
^
、
.ホ
ン
.ド
.シ
.
ュ
I 

ト
：の
發
展
：が
自
覺
し
か
.つ
た
0
'ア
ル
'マ
ン
テ
ィ
.エ
ー
.ル
は
一
五
.四
0
年
に 

發
展
.

Q

頂
點
に
.達
し
、
' 
ヌ
ー
ヴ
•
:
•

エ
ダ
，リ
ス
は
一
五
四
八
年
に
最
盛
期
を
. 

.
迎

え

：
る

：
こ
.

と
が
出
來
把
。

し
か
し
こ
の
兩
中
.心
と
も
以
後
急
速
に
衰
退
し 

.
例

.
え

ば

一

'
五

七

.

.

一
年
に
：.ァ
ゲ
マ
ン
テ
ィ
-
丨
ル
で
は
八
織
物
業
考
三
百
人 

、を
數
え
仁
に
過
ぎ
ず
、
從
.っ
て
最
盛
期
の
約
半
數
で
あ
っ
た
：。

こ
れ
に
對
.
 

_
し
て
ホ
ン
ド
シ

_ュ
！
ト
は
ー
五
六
八
年
.ま
で
發
展
を
續
け
、
そ
し
て
こ
の

¥

に
は
薄
手
の
韦
織
物.三
千
•反
々
生
產
す
る
こ
と
が
出
來
た

：。

し
か
し
こ 

.
の
.繁
榮
も
、
政
情
の
不
安
に
よ
ウ
て
，間

%
な
ぐ
阻
止
さ
れ
な
け
れ
ば

な

ら

 

.な
か
'つ

た
■

°
同
じ
く
繁
榮
期
をa
.え
.：る
.
.こ
-
.と
..が
出
來
.た
.
.と
-い
つ
て
も
、

コ'
: 

-
丨
‘，
ル
ネ
ル
敎

授

の

指

摘

：に
よ
る
ま
で
も
な
：ぐ
、
.：「

農
村
.の
.宅
織
慠
業
は
'

非
：： 

常
に
異
な
つ」

だ
.樣
相
.を
里
し
て
.い
：るj

の
.で
.あ
わ
，た
。
：
.
'

- 

d

農
村
に
お
げ
る
毛
綠
業
の
繁
榮
を
阜
て
，、

都
^

の
电
^

エ
業
ば
極
カ
こ 

れ
を
見
習
お
う
と
し
た
”

そ

し

セ

ゼ

の

傾

向

が

以

谕

よ

り

.%
、
し

て

こ

の

時
 

期

に

誠

著

に

な
-̂
た
と
^
丨
ル
ネ
ル
敎
授
は
い
う
め
で
あ
る
で
敎
授
は
考 

:干

の

：
都

市

忙

，
っ

.ぃ
'て
.、
新
技
術
移
植
の
苦
：
.心
を
，述
べ
て
ぃ
る
。
.例

ぇ

.
ば

ブ
 

「

ル

ー

ジ

H
:

の
場
合
、.；そ
.の
努
力
は
報
い
ら
れ
、
達
く
十
ル
世
粗
ま
ー
で
薄
手
. 

の

毛
織
物
，を

ア

メ

リ

力へ

时

け

輸

出

す

る

こ

と

が

出

來

た

。
'
 

ィ

ー
プ
ル

も 

薄
手
の
宅
織
物
の
生
摩
を
維
持
七
て
い
气
ネ
ー
レ
ン
の
諸
都
市
ば
技
術 

改
良
に
成
功
す
'̂
こ
と
が
，出
來
た
。
'.

_ま

た
7
,ラ
J

ス
は
十
六
世
紀.に
.•ホ
ソ 

ド
.シ

.
ユ.
.！

ト

產

以

上

の

も

，

■の
を
.生
產
す
る
.こ
.と
.が

出

來

た

。'
そ
.し

■て
.間
^
.
. 

h
' 

な
く
、

.フ

，
ラ

シ

ド
ル

地

方
.
か
ら
輸

出

.
さ
れ
る
，織
物
の主

要

な

部

分
^
產

出

..-
 

'
す

る

よ

う

に
な

つ

た

；の
で
あ
る
o
ト

ゥ

! '
ル

ネ

產

や

ヴ

ア

ラ

ン

：
ツ

.
ィ

ア

ン

 

.

ス
產
の
織
物
が
、
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
の(

輸

出

資

易

：
に

お

)

い
.て
果
し
,̂
.
 

'い
た

役
割
.も

無
視
し
難
い
。
.

リ
ー；

ル

に

關

し

，
て

は

>

十
五
世
紹
を
：經
て'

十
六
世
紀
.に
.は
.
.ブ
.ラ
y,
'
.ド
..ル

第
.一.

•

の

織

物

中

心

，

'̂
.
.
な

る

と
>
_が
.出
來
た
0 

と
に
が
く
、：

農
村
織
業
の
影
響
で
、
.都
市
の
織
物
業
は
急
速
な
繁
榮
に
向
，
' 

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、■

.コ
ー
ル
ネ
ル
敎
授
•

よ
れ
ば
、
';
.

「

十
六
世
紀
：
. 

’
の
輸
出
甩
織
業
は
最
村
，エ
業
よ
り
都
市
エ
蘗
で
あ
る

」

と
斷
霄
し
：ても
差

.'

. 

支
え
な
い
樺
の
繁
榮
で
あ
.
'つ
た
。.

し
が
し
、
.鄭
市
に
お
け
る
^

_

の
舜 

展
が
、
農
村
毛
織
業
の
繁
榮
に
剃
戟
さ
，れ
て
起
っ
た
と
ぃ
う
限
り
、
十
六
：
 

世
紀
に
っ
一
い
て
ん
農
村
毛
谶
エ
業
の
主
導
性
が
强
調
..さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら 

な
い
で
あ
ろ
.う

'0
.

.■ 

一
:

.

.

.

)

.

'
■■
;

五
.
■

.

. 

•
 

,

.

:

.■
- 

:

■

:
•■
;
,
.
.
.

T

■

.

:
-:
::
一
.
: 

.

:
:■
■

. 

.

•

■

 

.
:.
'

.

■

-

,
.

:

# 評
及
.び
：紹

介

'.
.
::
:
.
V
:
ハ
：入
^

.::

以
：上
がn

 

I

ル
ネ
ル
敎
授
の
論
文
の
大
要
.で
あ
る
。
知
^'
れ
る
如
く
、
.
 

敎
授
.ば
.、；
，フ
ラ
シ
ド
.ル ..

毛
：織
.工
業
の
牟
代
記
的
考
察
を
も
っ
て
#

始
し
て 

.い
る
：。
中
世
に
^

け
る
大
規
模
經
營
の
典
型
と
目
さ
れ
、
'
從
來
取
上
げ
ら 

れ
る「

こ
：と
.
の
多
•か
づ
た
：フ
ラ
ン
：ド
ル
.毛
織
物
業
め
：研
究
に
あ
た
：つ
て
、
，コ 

—

ル
^

ル
敎
授
.が

：
今

更

：
の

.如
ぐ
：か
か
る
態
度
雀
も
.
っ
.て
臨
ん
だ
こ
と
は
、
 

_耳
底
ゼ
レ
'/
■•.
ネ
以
來
の
基
本
線
粑
對
し
稂
柢
か
ら
反
論
を
試
み
ゼ
ぅ
と
し 

た
と
も
い
\

ぺ
き
■で
、
-:か
な
々
積
極
的
な
意
圖
を
持
.っ
も
の
と
し
な
け
れ 

ば
な
ら
.な
い
。
：
ま
'た
フ
ニ
フ
ン
ド
.ル
の
經
濟
發
展
に
っ
レ
て
常
に
農
村
毛
織 

業

の

：
主

導

性

.を
、强
調
し
、‘
.都
市
工
業
の
發
展
も
所
詮
農
村
に
.ぉ
§

繁
榮
. 

に
，刺
戟
さ
れ
て
惹
き
起
さ
.れ
^.
と
し
た
點
"
特
に
興
味
深
い
，も
^

が
あ
る
。

"

,

.■

. 

, :

:

.

.

s
 邊
國
廣)

.

.

.

.
-

■
.
.
 

. 

, 

. 

:

. 

.

.

.

.
V

瀉
村
象
平
著
：『

西
：洋

經

濟

.史J

.'
■

:
;
, : 

•

.

.

.

.
;■
..
.へ
.'.
. 

:

.

.

.

.

 

■ 

.

-

.

;

酉
洋
經
濟
史
^

手
^ -
な

著

膂

か

必

耍

に

っ

い

て

は

す

で

に

年

來

耍

望

さ
 

:

れ
て
來
た
處
で
あ
る
が
、.

今
此
處
に
'著
者
の
長
年
の
成
果
に
接
し
得
た
こ 

.

と
ば
日
本
に
お
け
る
西
洋
'
經
濟
臾
學
界
の
喜
び
で
あ
る
。

と
も
す
れ
ば
無 

.

.
味
乾
燥
に
な
り
が
：'ち
な
斯
學
に
.
色
彩
を
與
'
ぇ
、
變
轉
す
る
歴
史
を
生
き
た 

ソ
も
の
と
し
て
捕
捉
す

る
こ
と
の
む
づ
か

し
さ
は
本
#

に
ぉ
い
て
美
事
に
超 

.

.

:

克
さ
れ
，
且
：っ
學
習
者
の
硏
究
關
心
を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
よ
び
起
す
配
慮
. 

が
全
編
.
に
温
か
く
に
.

じ
.

み
出
て
お
り

、
.
著
者
の
物
靜
か
.な
風
格
を
彷
彿
た
-
 

ら

し
め
る
も
の
が

お
る
..。
：然
し
乍
ら
晚
烈
な
芯
の
强
さ
.

が

一.
貫
し
て
流
れ 

て
い
る
こ
.

と
，% ;

ま
.
た
序
充
の
な
.
か
で
.ま
づ
觀
取
さ
れ
る
。
.

.

•

著

者

は

：西

歐

文
.
化
.

の
起
源
を
古
典
：古
代
に
求
め
、
第

■
章

「

ギ
リ
.

シ
ァ
.

' 

ロ
ー
.マ」

'
か
ら
筆
を
起
す
。
古
典
古
代
の
籬
解
な
歷
史
事
象
が
こ
こ
で
は
. 

何
，ん
の
よ
ど
み
も
，な
く
流
麗
な
章
句
に
よ
つ
.
.て
綴
ら
れ
て
ゆ
く
が
、
し
か 

-

し
、■

,

-:
•

こ
.で
著
者
の
.
ベ
ー
ス
■を
自
分
の
も
の
と
し
て
學
び
と
る
た
め
に
は 

.讚
者
'は
质
成
り
の
習
練
を
必
要
と
^
.
よ
.ぅ
。
：
そ
の
際
.
へ

レ

-
一

ズ

ム

-0
文
明
' 

を
如
何
に
位
置
付
け
る
か
■は
評
者
に
と
っ
て
の
.關
心
事
で
：あ
っ
た
.が

、
.
こ 

.
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.
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